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第５章 

重点施策の具体的な展開 

視点 1 安心・安全な冬期道路交通の確保 

視点 2 除排雪作業の効率化・省力化 

視点 3 除排雪体制の維持・安定化 

視点 4 雪対策における市民力の結集 

視点 5 雪対策に関する広報の充実 

この章では、重点施策ごとの、取組内容を 

示します。 
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除排雪作業を工夫しながら限られた人員・体制においても、これまでの除雪水準の維

持を目指します。

            幹線道路の除雪                       幹線道路の排雪

(1)効果的な除排雪の推進 

安心・安全な冬期道路交通の確保 視点１ 

① 幹線道路の除排雪 

 取組内容  

 除雪水準の確保に向け、気象予報や道路状況などを的確に捉え、計画的に除排雪を行います。
継続（表5-1、図5-1） 

 朝の通勤・通学時に間に合わせる（明け方の降雪は除く）ため、夜間作業を基本とします。
継続 

 明け方のまとまった降雪などにより、すべての道路の除雪を通勤・通学に間に合わせること
が困難な場合は、気象予報及びバス路線や交通量などの道路特性23を勘案したうえで、あら

かじめ優先的に対応する路線を定め、計画的に作業を行います。拡充 

 バスの円滑な運行の確保に向け、市内のバス路線（国道を除く）の交通量・バス便数・道路
幅員などを勘案したうえで排雪の強化や、新雪除雪と拡幅除雪の連続作業を進めます。拡充

（図5-2） 

 バスの運休情報を速やかに把握するなど、バス事業者との連絡体制を強化します。拡充 

 交差点付近の交通渋滞緩和に向け、幹線道路と幹線道路の交差点の排雪を強化します。継続

 見通しを改善して自動車と歩行者の双方の安全を確保するため、幹線道路と生活道路の交差
点の排雪を強化します。拡充 

 国道管理者と連携し、作業の効率化を図ります。継続 

23  【道路特性】 各々の道路が持つ幅員や交通量、機能、役割などのこと。



47 

第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

表5-1 幹線道路（車道）の除雪水準

種別 道路の機能 
目安となる

形態 
圧雪厚 幅員確保基準 

主要 

幹線道路

・都市間や都市内の主要拠点を連結

6車線 
3cm以内 
（ワダチができない

程度）

4車線 

以上 
（概ね13m）

右左折車が

気にならない

程度 

4車線 
5cm以内 
（ワダチができない

程度）

3車線 

以上 
（概ね9m）

右折車が 

気にならない

程度 

幹線道路

・都市内の各地区や主要施設間の交

通を集約 

・日常生活圏（住区）の外郭を形成 

補助 

幹線道路

・住区内交通を集約し、主要幹線・幹

線へ誘導 

・生活道路から幹線系道路へ接続 

・住区内の主要施設へのアクセス 

2車線 
25cm以内
（走行に支障のない

程度）

1.5車線 

以上 
（概ね4m）

小型車との 

すれ違いが

できる程度 

※除雪水準は、目標とする確保すべき「圧雪厚」と「幅員」などを示したものです。（但し、大雪時は除く） 

　  車道
（４車線）

3車線以上（概ね9.0m）を確保
※右折車が気にならない程度

    車道
（4車線）

【厳冬期など】

歩道
（有効幅員2.0m以上）

歩道
（有効幅員２.0m以上）

除雪機械の幅
（1.3～1.5m）

【初冬期や初春期など】

圧雪厚5cm以内
※ワダチができない程度

歩行に支障とならない
路面状況を確保

圧雪厚3cm以内
※ワダチができない程度

　 車道
（6車線）

4車線以上（概ね13.0m）を確保
※右左折車が気にならない程度

【厳冬期など】

    車道
（6車線）

【初冬期や初春期など】
歩道

（有効幅員2.0m以上）

歩行に支障とならない
路面状況を確保

歩道
（有効幅員2.0m以上）

除雪機械の幅
（1.3～1.5m）

【「幹線道路」除雪水準のイメージ】

・主要幹線道路

・幹線道路

【「主要幹線道路」除雪水準のイメージ】
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【厳冬期など】

　 車道
（2車線）

【初冬期や初春期など】

  除雪機械の幅

（1.3～1.5m）

歩行に支障とならない
路面状況を確保

歩道
（有効幅員2.0m以上）

    車道
（2車線）

歩道
（有効幅員2.0m以上）

※歩道の確保を優先

圧雪厚２5cm以内

※走行に支障のない程度

1.5車線以上（概ね4.0m）を確保
※小型車とのすれ違いが出来る程度

・補助幹線道路

【「補助幹線道路（歩道除雪を行う場合）」除雪水準のイメージ】

【「補助幹線道路（歩道除雪を行なわない場合）」除雪水準のイメージ】

【厳冬期など】

【初冬期や初春期など】

    車道
（2車線）

　 車道
（2車線）

（概ね5.5m）
小型車とのすれ違いできる程度

※車道の幅員確保を優先
　（歩道は雪の堆積スペース）

圧雪厚２5cm以内
※走行に支障のない程度

歩道
（有効幅員2.0m以上）

歩道
（雪のたい積スペース※）
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

図5-1 道路種別の概念図 

公園

小学校

幹線道路幹線道路

→

→

→→

補助幹線道路補助幹線道路

生活道路生活道路

主要幹線道路
主要幹線道路

図5-2 新雪除雪と拡幅除雪の連続作業イメージ

除雪機械で道路脇に寄せた

雪をただちに積み上げて、車

道幅員を確保 
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生活道路の除雪

 取組内容  

【除雪】 

 除雪水準の確保に向け、気象予報や道路状況などを的確に捉え、計画的に除雪を行います。
継続（表5-2） 

 今後、除雪従事者の減少が見込まれる中で、作業の省力化や間口の雪処理に係る市民の負担
軽減を図るため、実証実験や地域との意見交換などを行いながら、夜間作業を基本とする新

雪除雪に代わり、日中、間口の雪処理を行いながら、圧雪路面の整正作業を行う作業方法へ

の変更を検討します。新規 

 道幅が狭く除雪機械が入れない道路の除雪は、地域の実態を把握したうえで、対応方法を検
討します。新規 

 気温の上昇や季節外れの降雨による路面のザクザク対応に向け、気象予報の活用やパトロー
ルの強化などを図ります。拡充 

 通行幅の改善に向け、効果的に拡幅除雪を実施します。継続 

② 生活道路の除排雪
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

種別 道路の機能 
目安となる

形態 
圧雪厚 幅員確保基準 

生活道路 ・各宅地へアクセスする道路 

道路幅員

8m以上 

10m未満

30cm以内
1車線＋歩

行空間以上
（概ね3.2m）

緊急車両が

通行できる 

程度 

※除雪水準は、目標とする確保すべき「圧雪厚」と「幅員」などを示したものです。（但し、大雪時は除く） 

表5-2 生活道路の除雪水準

【「生活道路」除雪水準のイメージ】

道路幅員8.0m以上10.0m未満

1車線＋歩行空間以上を確保（概ね3.2m）

【厳冬期など】

緊急車両が通行できる程度

道路幅員8.0m以上10.0m未満

【初冬期や初春期など】

※歩道は雪の堆積スペース

圧雪厚30cm以内
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現行のパートナーシップ 
排雪制度の断面 

地域の費用負担を抑えた 
実証実験の断面（例） 

生活道路の排雪

 取組内容  

【排雪】 

 生活道路の排雪は、2つの支援制度（パートナーシップ排雪制度及び市民助成トラック制度）
により、地域と札幌市が協力して進めます。継続（支援制度は資-11ページを参照） 

 パートナーシップ排雪制度は、実証実験などを行い、「地域の費用負担」と「残す雪の量」
の関係や問題点などを確認したうえで、費用負担を抑えた新たな選択肢を設けるなど、これ

までの制度を基本としつつ、制度運用の見直しを進めます。新規（表5-3） 

 排雪支援制度の合意形成が得られない地域において、制度の理解や協力を促すチラシを配布
する際には、札幌市がチラシを作成するなどの支援を行います。拡充 

 パートナーシップ排雪制度（日中作業が中心）の作業の効率化に向け、理解と協力が得られ
た地域では、交通量が少ない夜間作業への切り替えを進めます。拡充 

 民間排雪サービスの利用状況を調査し、生活道路における排雪支援制度の地域負担のあり方
について検討します。新規

 見通しの確保に向け、効果的に交差点排雪を実施します。継続 

② 生活道路の除排雪 

これまでより厚く残す

これまでと同じ

排雪対象部分

道路幅員８ｍ

排雪幅：６ｍ程度

残雪厚：10cm程度

排雪対象部分

道路幅員８ｍ

表5-3 パートナーシップ排雪制度の排雪断面 
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

 取組内容  

 小学校の通学路に指定されている道路については、児童の安全確保に向け、歩行空間を確保
する新雪除雪を基本とし、道路状況などに応じて拡幅除雪や小学校周辺の交差点排雪を行い

ます。継続（通学路の定義や基準は、資-9ページを参照） 

 小学校の通学路に指定されている道路のうち、通行する児童が多く、冬期間において歩道が
確保されていない場合は、歩行空間確保に向け道路状況などに応じて排雪を行います。継続

 児童の安全確保については、スクールゾーン実行委員会24などと連携して安全啓発を行うと

ともに、雪体験授業25での危険マップの作成など、事故防止に向けた様々な取組を進めます。

継続（図5-3） 

③ 通学路の安全確保 

24  【スクールゾーン実行委員会】 PTA、小学校教諭、各町内会、交通安全に関わる団体、関係する行政機関などがメンバーとなり、子どもの交通

事故防止を最重点に交通安全上の教育、環境整備、街頭指導などに関する諸施策を推進することを目的として設立されている組織。 
25  【雪体験授業】 小学生を対象とした、砂入りペットボトル作製や除雪機械試乗など、除雪に関する出前授業 26 に各種体験学習を併せた総合学
習。 

26  【出前授業】札幌市職員が要望に応じて小学校などに出向き、市の施策に対する理解を深めてもらうための取組。

作業前 作業後 

横断歩道の信号が青にな

っても、車がスリップして止

まれないかもしれない

よ！ 

雪山が高く信号がな

い道、危険がいっぱ

いなので注意しよ

う！ 

つるつる路面に注意 

要チェック 

車がすごいスピードで

走っていくので要注意

通学路の排雪前後

図5-3 雪体験授業（危険マップの作成）
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表5-4 歩道の除雪水準 

種別 目安となる形態 管理 幅員確保基準 

歩 道
有効幅員 

2m以上 

歩行に支障とならない 

路面状況を確保 

機械の幅 

（1.3～1.5m）
人がすれ違いできる程度

※除雪水準は、目標とする確保すべき「幅員」などを示したものです。（但し、大雪時は除く） 

 取組内容  

 除雪水準の確保に向け、気象予報や道路状況などを的確に捉え、計画的に除雪を行います。
継続（表5-4） 

 朝の通勤・通学時に間に合わせる（明け方の降雪は除く）ため、夜間作業を基本とします。
継続 

 明け方のまとまった降雪などにより、すべての歩道の除雪を通勤・通学に間に合わせること
が困難な場合は、気象予報及び歩行者が多いなどの道路特性を勘案したうえで、あらかじめ

優先的に対応する路線を定め、効果的に作業を行います。拡充 

④ 歩道の除雪 

歩道の除雪
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

表5-5 車道の路面管理基準 

(2)凍結路面対策の推進 

〈道路種別などに応じた散布〉 

札幌市では、道路種別や道路勾配などに応じて「凍結防止剤」と「滑り止め材（砕石）」を使

い分けて散布しています。また、天候の急変などにより、部分的に非常に滑りやすい路面が発生

した場合には、緊急対応として滑り止め材などの散布を行います。 

① 道路種別に応じた路面管理 

 取組内容  

 車道の路面管理基準の確保に向け、除雪作業と連動した効果的な凍結防止剤の散布や、気象
条件に応じた計画的な散布を行います。継続（表5-5） 

 滑りやすい路面による交通渋滞の緩和や交通事故の抑制に向け、道路種別などに応じて凍結
防止剤等の散布を強化します。拡充 

幹線道路（凍結防止剤） 山間部の生活道路（滑り止め材）
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② 歩道の歩行環境の改善 

 取組内容  

 歩行環境の改善に向け、歩道の幅員や通行量などに応じて、除雪作業や滑り止め材などの計
画的な散布を行います。継続 

 つるつる路面による転倒者の抑制に向け、救急搬送人員が多いエリアを中心に、横断歩道部
などの凍結路面対策の強化を進めます。新規 

 ウインターライフ推進協議会27との連携により、つるつる路面の状況を把握し、必要に応じ

た滑り止め材の散布を行います。新規 

 研究機関などと連携し、新たな凍結路面対策に関する技術的な検討を行います。新規 

③ ロードヒーティングによる路面管理 

 取組内容  

 現在稼働しているロードヒーティングは、施設の維持を基本としつつ、除雪や凍結防止剤の
散布強化などにより安全性の確保が可能な場合には、路面管理手法の変更（ロードヒーティ

ングの停止）を検討します。継続 

 ロードヒーティングの稼動には多額のコストが必要なため、エネルギーの転換や民間技術の
動向を把握したうえで、安価な熱源の活用に向けた検討を進めます。新規 

 交通量の多い急な坂道などに設置しているロードヒーティングの維持に向け、点検による損
傷の把握や予防的な補修を進め、施設の維持にかかる費用の縮減を図ります。継続 

歩道（滑り止め材）

ロードヒーティング

27 【ウインターライフ推進協議会】有識者、民間企業、研究機関、行政機関などが、冬を活動的に過ごせるような環境づくりを通して地域社会へ

貢献することを目的に、冬みちの転倒防止活動などに関する情報発信や普及啓発を行う団体。 
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

表5-6 初冬期の大雪時の対応

対応内容 

除排雪作業 ・土木工事などを一時中断し、必要な機材・人材を可能な限り除排雪作業へ動員 

雪対策施設 ・雪堆積場の早期開設 

・融雪施設29の早期開設 

(3)大雪に備えた体制の確保 

① 「大雪時の対応指針」を基本とした体制の確保 

 取組内容  

 大雪時における除排雪の体制や具体的な行動計画などを定めた「大雪時の対応指針」に基づ

き、大雪時は、全庁的に情報共有を図りながら、迅速かつ適切に対応します。継続 

 大雪時の対応指針に基づき、過年度最大搬入量に相当する雪堆積場の搬入量を確保します。

継続 

 初冬期の大雪時に対応するため、早い段階における除排雪体制の確保や雪対策施設28の運用

などを、関係課が連携して臨機な対応を行います。拡充（表5-6） 

 局地的な大雪時への対応として、担当地区を越えて必要な機材（除雪機械やダンプトラック）

や人材を応援する体制を維持します。継続 

② 大雪に備えた情報発信 

 取組内容  

 札幌管区気象台が発表する大雪警報や暴風雪警報時において、スムーズに作業が行えるよ

う、広報媒体を活用し市民への注意喚起を図ります。拡充 

 大雪による混乱などを最小限に抑えるため、市民に加え外国人を含む観光客などの市内滞在

者を対象に、関係部局と連携し、大雪や急激な気象の変化などの際に取るべき行動を取りま

とめ、幅広く周知を進めます。新規 

28 【雪対策施設】 雪堆積場、流雪溝、融雪施設、ロードヒーティングなど、雪を堆積したり、融かしたりするための施設。 

29 【融雪施設】 下水処理水などを利用して運搬排雪された雪を融かすための施設。

札幌市公式Twitter
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持続的に除排雪作業を進めるため、ICTなどの先進技術を活用し、作業の効率化や省力化を進め

ます。

(1)作業の効率化・省力化による生産性の向上 

視点２ 

① 作業の効率化・省力化 

 取組内容  

 除雪機械の多くは、2人乗りで運転手と助手で作業などを行いますが、除排雪体制の維持に

向け、新たに安全対策を施した1人乗りの除雪機械の導入などを進めます。新規（図5-4）

 ダンプトラックの運搬距離の低減や台数の縮減に向け、ICTを活用して排雪現場から最適な

搬入先を選定し、雪堆積場の効率的な運用を進めます。新規 

 除雪機械の効率的な運用に向け、GPS端末を活用して取得した情報をもとに1台あたりの作

業距離の最適化を図るなど、必要台数の縮減を図ります。新規 

 研究機関などと連携し、気象・道路・交通状況などのビッグデータ30を活用して、最適な作

業判断を支援するシステムの検討を行います。拡充 

 産学官が連携して除雪現場の省力化に関する様々な活動を検討する「i-Snow31」（事務局：

北海道開発局）に参画し、ICTなどの先進技術の共有を図り、今後の札幌市の雪対策に活か

します。継続 

30  【ビッグデータ】ICTの進展により生成・収集・蓄積等が可能・容易になった、多種多量で、各データを連携させることで事業に役立つ知見を導

き出すことができるデータ。 

31 【i-Snow】 除雪現場の省力化による生産性・安全性の向上に関する取組プラットフォームの通称。

図5-4 １人乗り除雪機械の導入イメージ
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

(2)雪対策施設の安定的・効率的な運用 

① 雪堆積場 

 取組内容  

 雪堆積場は、過年度最大搬入量を維持しつつ、効率的な排雪作業を行うため、雪堆積場の利

用実態などを把握したうえで、市民用と市専用の適正な配置や運用方法などの見直しを進め

ます。拡充 

 雪堆積場は、公共用地の活用を基本とするものの、不足分は民有地を活用します。継続 

 市街地近郊の雪堆積場の確保に向け、新たに活用可能な土地の選定や、民活型雪堆積場32の

提案要件の見直しを行います。拡充 

 民有地を活用した雪堆積場のうち、利便性の高い雪堆積場は、土地所有者との合意により、

複数年利用が可能な制度の導入に向けた検討を行います。新規 

 公共用地を活用した雪堆積場のうち、利便性が高い雪堆積場は、公共用地管理者と恒久的な

利用に向けた協議・調整を行い、安定的に活用します。拡充 

② メリハリのある幹線道路の管理 

 取組内容  

 幹線道路は、気象と除排雪作業が交通に与える影響等を分析し、交通量や都心部と郊外部な

どの道路特性に応じて、メリハリをつけた除排雪を行います。拡充 

雪堆積場

32 【民活型雪堆積場】 民間事業者から民有地の活用提案を受け、札幌市で審査を行なった結果、開設することとした雪堆積場。 
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■雪処理施設の概要 

〈流雪溝〉 

道路下に設置された流雪溝本体に大量の下

水処理水や河川水を送水し、道路上の投雪口か

ら沿線住民が投雪作業を行い、水の流れを利用

して雪を流す施設です。 

〈融雪管〉 

合流式下水道の水質改善を目的とする雨水

貯留管に、冬期間は下水処理水を送水して融雪

管として活用するものです。 

② 雪処理施設 

 取組内容  

 雪処理施設の維持に向け、点検による損傷の把握や予防的な補修を進め、施設の維持にかか

る費用の縮減を図ります。継続 

 ダンプトラックの運搬距離の低減や台数の縮減に向け、新川融雪槽の能力向上につながる改

修を行うとともに、新たな雪処理施設の整備の可能性について検討を進めます。新規 

 沿線住民の協力が少ないなど利用率の低い流雪溝は、利用率の高い地域のノウハウを共有す

るなど、管理運営協議会33と連携して利用を促します。拡充 

 雪の処理能力に余裕のある流雪溝は、札幌市の排雪作業で活用するなど、更なる有効活用策

を検討します。拡充 

33 【管理運営協議会】 流雪溝ごとに管理運営を行うため、地域の方々を中心とし設立された組織。 
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

〈融雪槽〉 

冬期間は利用しない雨水滞水池などにダン

プトラックから雪を投雪して融かす施設で、そ

の熱源としては、下水処理水などが用いられて

います。 

〈下水道管投雪施設〉 

既設下水道管きょに投雪口および水深確保

用せきなどを設置し、ダンプトラックにより

運ばれてきた雪を管きょ内に投入し、未処理

下水の持つエネルギーにより融かす施設で

す。 

〈地域密着型雪処理施設〉 

地域の雪は地域で処理することを目的とし

て、公園などのオープンスペースに雪を一時

的に堆積し、近接した既設下水道管きょに投

雪口を設置して、未処理下水の持つエネルギ

ーにより雪を融かす施設です。 
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(3)地域内雪処理の推進 

① 民有地の活用

 取組内容  

 地域と連携して、民有地などを雪置き場として活用できる仕組みを検討します。新規 

 新雪除雪や路面整正作業において交差点などに寄せていた雪の搬入先として、民有地の活用

を検討します。新規（図5-5） 

図5-5 民有地などを活用した雪置き場
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

② 公共用地の活用

 取組内容  

 地域と札幌市で利用のルールを定めたうえで、公園を地域の雪置き場として活用します。

継続（図5-6） 

 公園の再整備（リフレッシュ工事など）を行う際には、地域の意向や公園が持つ様々な機能

に配慮しながら、雪堆積スペースとしての活用も考慮した公園づくりを進めます。新規 

 利用条件を満たした学校のグラウンドや敷地は、通学路から排雪される雪の置き場として活

用を進めます。継続（図5-7） 

 公共用地を活用して、周辺への影響に配慮しながら新雪除雪や路面整正作業において交差点

などに寄せていた雪を搬入します。新規 

 雨水貯留池などの一定規模の公共用地については、運搬排雪の雪置き場として活用を進めま

す。継続（図5-8） 

図5-7学校グラウンドの活用 図5-8 雨水貯留池の活用

[冬の雪入れ] 

[春の清掃] 

図5-6 地域の雪置き場として活用する
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企業の経営の安定化に資する取組や労働環境の改善、人材の育成を支援し、除排雪体制の維持

安定化を図ります。

(1)経営の安定化につながる取組の推進 

視点３ 

〈道路維持除雪業務の業務形態〉 

道路維持除雪業務は、夏と冬の業務を市内23地区に分けて通年で実施します。 

夏の業務 冬の業務 

・道路の維持補修 

・道路のパトロール 

・道路の草刈 など 

・道路の除排雪 

・雪堆積場の管理 

・凍結路面の対策 など 

① 道路維持除雪業務の継続

 取組内容  

 道路維持除雪業務は、現在の業務形態を基本として今後も継続します。継続（表5-7） 

 国や他の自治体の動向を注視し、札幌市除雪事業協会34などの関係団体と意見交換を行いな

がら、経営の安定化につながる発注方法などの検討を行います。継続 

34 【札幌市除雪事業協会】 札幌市の道路維持除雪業務や雪堆積場管理業務に携わっている企業の団体。

表5-7 主な夏と冬の業務内容 
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

② 除排雪作業に必要な人材の確保

 取組内容  

 札幌市の除雪事業に参画する企業を対象に、企業の紹介や求人情報を幅広く周知するなどの

支援策を進めます。新規 

 女性の除雪従事者の労働環境や働きやすさの向上につながる取組を支援します。継続（図5-

9） 

 建設業で活躍する女性が増えるよう、土木系の学科に所属する女子学生を対象にした見学会

などを開催します。継続 

 国や北海道などが実施する建設業の人材確保に向けた支援事業を取りまとめ、情報発信を進

めます。新規 

 建設業に就職を希望する人を対象とした合同企業説明会を開催するなどの支援策を検討し

ます。新規 

 除雪オペレーターの運転免許取得にかかる費用の一部を助成します。継続（図5-10） 

 除雪従事者の仕事へのやりがいや魅力向上に向け、除雪従事者への感謝の声を届けるととも

に、除雪作業のやりがい・市民生活への貢献などの情報を、幅広く市民に発信します。拡充

 交通誘導員などを含めた除雪従事者の確保や、ダンプトラックなどを含めた除排雪に必要な

機械の確保に向け、運送事業者や関係団体との情報共有の充実を図るとともに、効果的な取

組を進めます。継続 

図5-10 建設業人材確保・育成支援事業 
パンフレット 

（除雪オペレーターの資格取得をサポート）

図5-9 女性の従事者の労働環境の向上につながる取組

建設業人材確保・育成支援事業（女性の働きやすさをサポート） 

女性の作業服・安全帯・ヘルメットなどの装備品購入費の一部を助成
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〈企業の保有・更新が難しい除雪機械〉

除雪グレーダ 除雪トラック

小型ロータリ 凍結防止剤散布車

〈企業が保有しやすい除雪機械〉 

タイヤショベル 大型ロータリ

③ 除排雪作業に必要な機材の確保

 取組内容  

 除雪機械のうち、企業で保有・更新が難しい機種は、必要台数の確保に向け、札幌市が計画

的に調達を進めます。継続（図5-11） 

 除雪機械のうち、企業が保有する除雪機械の更新を支援する取組などを行います。新規 

図5-11 除雪機械
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

<ICTを活用した提出書類の電子化> 

〈効果〉 

・道路固有の情報を共有化することで、これまでエリア毎に固定化することが多かった除雪オペレーターの交

替が容易になり、長時間労働の是正や定期的な休暇の確保のほか、経験の少ない除雪オペレーターの育成

などが見込まれます。 

(2)除雪従事者の定着・育成支援 

① 労働環境の改善

 取組内容  

 作業の均一化を図ることで、除雪オペレーターの交代（休日確保や育成）が可能な環境づく

りを進めるため、ICTを活用したナビゲーションシステム 35の導入により、除雪車の作業経

路や障害物の情報等の共有を図ります。新規（図5-12） 

 除雪オペレーターの労働時間の短縮に向け、これまで手作業で作成していた作業日報などの

提出書類について、ICTを活用した電子化を図ります。新規（図5-13） 

 冬期間、24時間体制で行っている除雪センターの電話対応を、ICTを活用した電話対応記録

の一元管理などを見据えたうえで、段階的にコールセンターへの移行を検討します。新規 

 国が掲げる「働き方改革」を進めるため、警報が発表されるなどの大雪時を除き、除雪従事

者が定期的に休暇を取得できるような仕組の検討を進めます。新規 

35 【ナビゲーションシステム】 作業経路や障害物などの情報を、地図上に表示及び音声アナウンスするシステム。

図5-12 ナビゲーションシステム 
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〈効果〉 

・これまで手作業で作成していた除雪作業日報の電子化が可能となり、事務処理にかかる労力の軽減が見込ま

れます。 

図5-13 ICT を活用した提出書類の電子化 
GPSを活用して取得した除雪機械の作業情報を基に、 

作業日報等の提出書類を自動作成するシステム
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

〈除雪機械実技研修会〉

札幌市除雪事業協会と連携し、経験の少ない除雪オペレーターがベテランの除雪オペレ

ーターから除雪機械の操作技術の指導を受けられる研修を行います。 

図5-14 除雪機械実技研修会の開催状況

〈夏期除雪機械機種別取扱講習会〉 

    冬に限らず夏においても、除雪機械の操作技術を学べる研修を行います。 

図5-15 夏期除雪機械機種別取扱講習会の開催状況 

② 育成支援の充実

 取組内容  

 除雪作業経験の少ない除雪オペレーターの育成を支援するため、冬に限らず夏においても、

除雪機械の操作技術を学べる研修を行います。拡充（図5-14、図5-15） 

 除雪車の運転技術や知見を継承するため、各種団体と連携し、次世代の指導者を育成すると

ともに、ICTを活用して技術の伝承や均一化を図ることを検討します。新規（図5-15） 
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地域レベルの除雪に取り組む地域団体やボランティア企業の活動を支援し、地域の除雪力の向

上を目指します。

(1)市民と行政との協働の推進 

視点４ 

市民と行政の役割

 取組内容  

 雪対策に対する市民ニーズが年々高まる一方、限られた体制や予算のもとで、将来にわたり

雪対策を安定的に行うため、札幌市は除雪作業（かき分け除雪）を行い、市民は玄関前や車

庫前などに寄せられた雪の処理を行うなど、市民と行政の役割を明確化し、協力体制を構築

します。拡充（図5-16） 

 生活道路の排雪は、2つの支援制度（パートナーシップ排雪制度及び市民助成トラック制度）

により、地域と札幌市が協力して進めます。継続【再掲52㌻】 

 パートナーシップ排雪制度は、実証実験などを行い、「地域の費用負担」と「残す雪の量」

の関係や問題点などを確認したうえで、費用負担を抑えた新たな選択肢を設けるなど、制度

運用の見直しを進めます。新規【再掲52㌻】 

 排雪支援制度の合意形成が得られない地域において、制度の理解や協力を促すチラシを配布

する際には、札幌市がチラシを作成するなどの支援を行います。継続【再掲52㌻】 

 歩道や横断歩道での転倒事故防止のため、地下鉄や JR 駅周辺など、人通りの多い交差点を

中心に砂箱の設置や散布の頻度を増やすなど、市民・企業・札幌市の協働による砂まき活動

を強化します。拡充 

 除雪ボランティアを行う団体などへの支援として、小型除雪機や除雪用具の貸出などを行い

ます。拡充 

 家庭用の融雪施設36を設置する市民を対象とした「融雪施設設置資金融資あっせん制度」に

より、間口の雪処理への支援を行います。継続 

 地域と札幌市で利用のルールを定めたうえで、公園を地域の雪置き場として活用します。

継続【再掲63㌻】 

36 【家庭用の融雪施設】 間口や宅地内の雪を処理するために設置される固定式の融雪槽（機）またはロードヒーティング。 
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

除雪 

市民：間口の雪処理 
行政：かき分け除雪

除雪支援 

市民：高齢者宅や消火栓 

周りの除雪 
行政：除雪用具の貸出 

雪置き場（公園） 

市民：雪の搬入、 

春の清掃 
行政：公園利用の調整 

転倒事故防止 

市民：砂まき、 

春の清掃 
行政：砂箱の設置 

除雪支援 

市民：高齢者宅の除雪 
行政：小型除雪機の貸出 

排雪（生活道路） 

市民：費用の負担、 合意形成 
行政：費用の負担、作業の調整 

雪置き場（民有地） 

市民：雪の搬入、夏場の草刈、 

所有者との調整 
行政：所有者の確認、調整 

図5-16 市民と行政の役割
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表5-8 地域・企業・学校を対象とした支援策 

支援策 対象 

・小型除雪機の貸出 地域・企業 

・除雪用具の貸出 地域・企業・学校 

・小型除雪機の購入費用の一部補助 地域・企業 

・実施企業の活動紹介やインセンティブ37の導入 企業・学校 

・活動に必要なノウハウの紹介や地域とのコミュ
ニケーションの場の提供 

企業 

(2)除雪ボランティア活動の取組強化 

① 除雪ボランティア活動の推進

 取組内容  

 福祉除雪事業は、担い手の確保に努め、事業を維持します。継続 

 福祉除雪事業の対象とならない除雪ニーズについて、「ボランティアに参加したい企業・団

体」と「ボランティアを必要とする人」のコーディネートを行い、ボランティアの拡大につ

なげる取組を進めます。拡充（図5-17） 

 除雪ボランティアを行う団体などへの支援として、小型除雪機や除雪用具の貸出などを行い

ます。拡充【再掲70㌻】（表5-8、図5-18、図5-19） 

 町内会活動への支援として、更なる支援に向けた検討を進めます。新規 

図5-17 企業が行う除雪ボランティア

37 【インセンティブ】 動機付けとして、例えば、クラブ活動を行っている学校には、運動用具（ボール１ケースなど）を与えること。 
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② 担い手確保に向けた情報発信

 取組内容  

 将来にわたり福祉除雪事業など除雪ボランティアの担い手を安定的に確保するため、マスメ

ディアや効果的な媒体などを活用して募集情報などを発信します。拡充 

 地域内での高齢者などへの除雪ボランティア活動の普及に向けて、ホームページや冬のくら

しガイドなどの様々な媒体を活用し、除雪ボランティア活動の事例紹介や担い手への感謝の

声などを発信します。新規（図5-20） 

図5-18 支援策（除雪用具の貸出）を活用した

大学生の除雪ボランティア

図5-19支援策（小型除雪機の貸出）を活用した 

企業の除雪ボランティア

図5-20 札幌市ホームページでの 

除雪ボランティア活動の紹介
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(3)歩く人に優しい冬のみちづくり 

① 砂まき活動の推進

 取組内容  

 歩道や横断歩道での転倒事故防止のため、地下鉄や JR 駅周辺など、人通りの多い交差点を

中心に砂箱の設置や散布の頻度を増やすなど、市民・企業・札幌市の協働による砂まき活動

を強化します。拡充【再掲70㌻】（図5-21、図5-22） 

 砂まき活動に対する意識付けを図るため、砂まき体験を盛り込んだ出前講座などを開催しま

す。新規 

 砂まき協力企業の拡大に向け、活動状況のPRを行います。拡充 

図5-21 砂箱 図5-22 横断歩道への砂まき
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

② 冬期の安心・安全への意識向上

 取組内容  

 ウインターライフ推進協議会など他の団体と連携し、冬みちでの転倒防止活動を進めます。

継続 

 観光客や冬みちに不慣れな人でも分かるよう、転倒や落雪など、冬のリスクに対して身を守

るための留意点をとりまとめ、広く周知します。新規 

転倒防止パンフレット（4 カ国語）を
作成し観光案内所などで配布 

(出典：ウインターライフ推進協議会)

つるつる路面で転ばんためのwebサイト「つるばん」による
つるつる路面情報の提供 

(出典：ウインターライフ推進協議会)
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快適な冬を過ごせるよう、子どもからお年寄りまで幅広く市民に冬のルールやマナーなどの理

解につながる広報を進めます。

表5-9 冬のルール・マナー 

ルール・マナー 内 容 

■守ること 

※根拠法令・条例
は、資-15から
資-17を参照 

・敷地内から道路（車道・歩道）へ雪出しをしない 

・除排雪作業の妨げとなる路上駐車をしない 

・作業の支障となる物（車歩道の段差解消ブロックなど）を道路に置かない 

・河川に投雪をしない 

・マンホールや雨水桝に投雪をしない 

・バスレーン（専用・優先）において通行帯違反、駐停車違反をしない 

・屋根からの落雪などによる危険を防ぐ（屋根の雪止め設置や雪下ろし等） 

・スパイクタイヤを装着しない 

・雪堆積場の利用にあたっては、過積載はしない、ごみの混入はしない、安全運
転などに留意する 

■協力すること ・除雪作業で玄関前や車庫前などに寄せられた雪の処理 

・道路上の雪を積むときは車道を狭めない 

・作業中の除雪車に近づかない 

・深夜・早朝の除雪作業への理解 

・除雪作業の支障になるため、ごみは住んでいる地区の決められた収集日当日
の朝、8時30分までに出す 

・砂まき活動への参加 

■取り組むこと ・敷地内での雪処理（融雪槽の設置や雪置き場の確保等） 

・マイカーから公共交通機関への転換 

・冬期の運転マナーの励行 

・企業や個人が歩道に設置したロードヒーティングの稼働 

(1)冬の暮らしに関する広報 

視点５ 

① 冬のルール・マナー

 取組内容  

 円滑な交通の確保・快適な生活環境づくり・作業の効率化や除雪従事者の負担軽減などに向

け、「冬のルール順守」や「マナーの向上」につながる情報を広く市民に周知します。拡充

（表5-9） 
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■雪体験授業 

将来のまちづくりを担う子ども

たちが、札幌の雪対策や冬の暮ら

しに関心を持ち、除雪作業への理

解が浸透するよう、雪に関する出

前授業や体験学習からなる雪体験

授業を行います。 

■ニューズレター（雪学習NEWS） 
の発行 

雪学習NEWSは、「雪と闘う」

「冬休みの自由研究」「冬を生き

抜く」など、さまざまなテーマで

発行します。

② 冬の暮らしに関する教育の推進

 取組内容  

 そり遊びや雪像づくり、除雪のお手伝いなど、子どもたちが自発的に雪と触れ合う文化を創

造する取組を進めます。継続 

 雪に親しむ活動や雪国ならではの文化を学ぶ機会として、幼稚園・小学校・中学校などを対

象に、雪体験授業を行います。拡充 

 小学校における雪に関する学習について、各教科・領域の内容とのつながりを持たせ、授業

の充実を図ります。拡充 

 小学校で行う雪に関する授業を支援するため、市立小学校の全教諭を対象に、雪に関する話

題提供としてニューズレター（雪学習NEWS）を定期的に発行・配布します。継続 

 教諭などからなる札幌雪学習プロジェクトチーム38を中心に、雪に関する授業に活用しやす

いように、指導案、副読本39、ワークシート40や写真素材などを含めた教材の雪学習パッケ

ージ41の開発を行います。継続 

38 【札幌雪学習プロジェクトチーム】 札幌雪学習の全市的な展開を目標として、札幌市雪対策室を事務局に、市教育委員会職員、小学校 
教諭、各区土木センター職員により構成されたプロジェクトチーム。既存プログラムの評価や学習パッケージの検討、研究授業の実践、ニ 
ューズレターの発行などを行う。 

39 【副読本】 授業で教科書に準じて用いられる補助的な図書。 
40 【ワークシート】 授業における学習内容を記録するための用紙。 
41 【雪学習パッケージ】 小学校教諭が雪に関する授業に活用しやすいように、指導案、および指導案に沿った副読本や写真素材などを含 

めた教材（ツール）をセット化したもの。
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目的や用途に応じた情報発信 

(2)多様な手法を活用した効果的な広報・啓発 

① 情報発信型の広報

 取組内容  

 雪対策や市民に有益な冬の暮らしに関する情報などを、子どもからお年寄りまで幅広く市民

に周知するため、様々な広報ツールを複合的に活用して発信します。拡充 

42 【SNS（Social Networking Service）】 インターネット上でのメッセージのやりとりなどを通じて、人と人との交流を広げていくサービス。 

43 【デジタルサイネージ】 映像表示装置とデジタル技術を用いた広告媒体。

42

43
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

図5-23 出前講座 図5-24 地域懇談会

図5-25 雪と暮らすおはなし発表会 

② 参加型の広報

 取組内容  

 疑問を解決することで雪対策への理解や協力につなげるため、出前講座や地域懇談会など、

地域と札幌市が直接意見交換を行う場を設けます。継続（図5-23、図5-24） 

 普段見ることのできない除排雪作業の技術や苦労などを知ってもらい作業への理解や協力

につなげるため、見学会などを開催します。継続 

 冬の暮らしに興味や関心を持つことで雪対策への理解や協力につなげるため、雪と暮らすお

はなし発表会など、子どもたちが雪について学び、雪に関して学んだことを発表するイベン

トを開催します。継続（図5-25） 
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図5-26 合同パトロールの実施状況 

〈作業への理解促進〉

・除雪車に名札を設置 

・作業員が統一ウェア着用 

・作業中を示す旗やコーンを設置 

③ 行動型の啓発

 取組内容  

 地域や警察と連携し、悪質な路上駐車の違反者に対して、合同パトロールや実効性のある対

応を進めます。拡充（図5-26） 

 道路への雪出しによる交通事故の防止や交通渋滞の解消に向け、パトロールや指導などを専

門に行う「雪パト隊」の設置を検討します。新規 

 作業への理解や協力を促すため、除雪機械や作業員が札幌市の作業であることが一目で分か

る改善や工夫を進めます。新規（図5-27、5-28） 

図5-27 除雪地区名入り安全ベスト 図5-28 除雪地区名入り標識



81 

第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

計 画 の ポ イ ン ト

１ 計画の基本的な考え方 

  社会環境が大きく変化する状況の中であっても、雪対策が抱える課題に対応し、市民の皆

さんが将来にわたり安心して安全に冬を過ごせるよう、「安心・安全で持続可能な冬の道路環

境の実現」を目指すべき将来として設定します。 

  目指すべき将来の実現に向けては、以下の5つを視点と定めます。 

   ・視点１ 安心・安全な冬期道路交通の確保 

   ・視点２ 除排雪作業の効率化・省力化 

   ・視点３ 除排雪体制の維持・安定化 

   ・視点４ 雪対策における市民力の結集 

   ・視点５ 雪対策に関する広報の充実 

２ 計画の主な取組 

取組の視点 重点施策 

視点１ ・幹線道路におけるバス路線の除排雪強化【拡充】 

・生活道路における作業の省力化や間口処理の負担軽減に向けた除雪

方法の検討【新規】 

・パートナーシップ排雪制度における費用負担減の選択制新設などの
運用の見直し【新規】 

視点２ ・安全対策を施した１人乗り除雪機械の導入【新規】 

・ICTを活用した雪堆積場の最適な搬入先選定による効率化【新規】

・新川融雪槽の能力向上につながる改修【新規】 

視点３ ・ICTを活用した提出書類の電子化による労働時間の短縮【新規】 

・除雪センターにおける電話対応のコールセンターへの段階的な移行
の検討【新規】 

視点４ ・ボランティア活動の拡大につながる取組の推進【拡充】 

視点５ ・情報発信における様々な広報ツールの複合的な活用【拡充】 
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